
 

内
閣
改
造
で
「
疑
惑
に
フ
タ
」
は
許
さ
れ
な
い 

解
散
・
総
選

挙
に
追
い
込
み
、
安
倍
内
閣
退
陣
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愛
知
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
中
野
候
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も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
、
た
け
だ

良
介
参
院
議
員
は
２
日
、
名
古
屋
港
の

大
気
汚
染
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
、「
み

な
と
公
害
患
者
と
家
族
の
会
」
の
田
中

久
幸
事
務
局
長
（
元
党
県
議
）
ら
か
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。
市
田
忠
義
参
院
議

員
秘
書
、
山
口
清
明
・
名
古
屋
市
議
が

同
行
し
ま
し
た
。 

知
９
区

候

補
、
野
中
幸

夫
あ
ま

市

議
、
吉
原
経

夫
大
治

町

議
、
熱
田
区

で
は
西

田

と
し
子

南

西
地
区

副

委
員
長
、
新

城
市
で

は

金
原
の

ぶ

中
野
た
け
し
比
例
候
補
は
、
３
日
～

５
日
、
総
選
挙
勝
利
を
目
指
す
愛
知
県

第
４
次
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
、
各
地

で
訴
え
ま
し
た
。 

 

３
日
は
大
治
町
と
あ
ま
市
、
４
日
は

名
古
屋
市
熱
田
区
、
５
日
は
新
城
市
で

街
頭
か
ら
訴
え
ま
し
た
。 

 

あ
ま
市
で
は
、
渡
辺
ひ
ろ
し
衆
院
愛

 

田
中
氏
は
名
古
屋
南
部
大
気
汚
染

公
害
訴
訟
の
た
た
か
い
を
紹
介
し
、

「
ま
だ
、
大
気
汚
染
問
題
は
解
決
し
て

い
な
い
、
責
任
は
名
古
屋
港
管
理
組
合

に
も
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
管
理

組
合
は
「
大
気
環
境
保
全
の
義
務
は
な

い
」
と
主
張
、
田
中
氏
は
「
管
理
組
合

が
造
成
し
た
土
地
に
、
公
害
発
生
企
業

を
誘
致
し
た
歴
史
が
あ
る
。
環
境
基
本

法
制
定
以
来
、
官
民
と
も
に
す
べ
て
の

施
策
に
『
環
境
の
保
全
』
が
求
め
ら
れ

る
。
管
理
組
合
が
大
気
汚
染
解
決
に
責

任
を
果
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

も
と
む
ら
議
員
は
「
命
が
け
で
た
た

か
っ
て
き
た
公
害
患
者
の
方
々
の
声

に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
き
た
い
」
と

話
し
、
た
け
だ
議
員
も
「
害
さ
れ
た
健

康
は
戻
ら
な
い
と
い
う
患
者
の
み
な

さ
ん
の
言
葉
は
重
い
。
全
国
の
公
害
被

害
も
含
め
、
す
べ
て
の
被
害
者
、
患
者

の
立
場
に
た
っ
た
救
済
が
必
要
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

名
古
屋
南
部
地
域
に
住
み
、
あ
る
い
は
働

い
て
い
た
公
害
病
被
認
定
患
者
の
方
た
ち

は
、
名
古
屋
港
の
ま
わ
り
に
立
地
し
て
い
る

中
部
電
力
、
新
日
本
製
鉄
な
ど
と
国
を
相
手

取
り
、
１
９
８
９
年
、
▼
大
気
汚
染
と
住
民

の
呼
吸
器
疾
患
と
の
因
果
関
係
を
認
め
▼
公

害
の
差
し
止
め
▼
被
害
へ
の
完
全
な
賠
償
を

求
め
て
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

 

２
０
０
０
年
、
名
古
屋
地
裁
で
、
被
告
ら

の
過
失
責
任
、
被
告
会
社
ら
相
互
の
共
同
不

法
行
為
を
認
め
、
原
告
ら
に
損
害
賠
償
の
支

払
い
を
命
じ
、
国
道
23
号
の
“
差
止
め
”
を

認
容
す
る
画
期
的
な
判
決
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

被
告
会
社
と
国
が
控
訴
、
原
告
も
原
告
各

人
の
被
害
認
定
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

二
酸
化
窒
素
に
よ
る
被
害
を
認
め
て
い
な
い

こ
と
な
ど
を
不
服
と
し
て
控
訴
。 

そ
の
後
、
名
古
屋
高
裁
は
、
12
年
と
い
う

長
期
間
を
経
過
し
、
原
告
の
方
々
も
高
齢
に

な
り
、
亡
く
な
る
方
も
多
か
っ
た
な
か
で
和

解
を
勧
告
、
２
０
０
１
年
、
和
解
に
よ
る
解

決
を
図
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。 

「
和
解
調
書
」
の
な
か
で
、
国
土
交
通
省

と
環
境
省
は
、
二
酸
化
窒
素
及
び
浮
遊
粒
子

状
物
質
に
係
る
環
境
基
準
の
速
や
か
な
達

成
、
地
域
の
交
通
負
荷
の
軽
減
、
大
気
汚
染

の
軽
減
を
約
束
し
ま
し
た
。 

ゆ
き
衆
院

愛
知
14

区

候
補
と

10

月
29

日
投

票
の
市
議

選
に
立
候

補
す
る
浅

尾
洋
平
、
川

合
ま
も
る

両
候
補
と

訴
え
ま
し

た
。 

 

中
野
氏
は
、
安
倍
内
閣
改
造
に
つ
い

て
、「
国
民
が
求
め
て
い
る
の
は
加
計
学

園
問
題
な
ど
の
国
政
の
私
物
化
、
共
謀

罪
強
行
な
ど
暴
走
す
る
安
倍
首
相
自
身

が
辞
め
る
こ
と
。
疑
惑
に
フ
タ
を
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
強
調
、「
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
前
進
さ
せ
、
解
散
・

総
選
挙
に
追
い
込
み
、
安
倍
内
閣
を
退

陣
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

あ
ま
市
の
ス
ー
パ
ー
前
で
訴
え
を
聴

い
て
い
た
夫
婦
は
「
大
臣
が
変
わ
っ
て

も
安
倍
首
相
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
悪
政

は
変
わ
ら
な
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

 

熱
田
区
で
は
後
援
会
の
方
々
が
核
兵

器
廃
絶
署
名
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

新
城
市
で
は
、
車
か
ら
の
反
応
も
相

次

ぎ

、

30

代
、

40

代
の

人

た

ち

が

熱

烈

に

手

を

振

っ

て

く

れ

ま

し
た
。 


